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一般社団法人千葉県言語聴覚士会が行う 

失語症者向け意思疎通支援者派遣事業（試行）の実施状況について 

 

一般社団法人千葉県言語聴覚士会は、千葉県から委託を受け、失語症者向け意思疎通支援者養成研修（必

修基礎コース）を 2019 年から行っている。この研修を修了した失語症者向け意思疎通支援者は、派遣登録を

希望する県内の自治体名を記した同意書を県に提出する。それに基づき県は自治体へ、当該自治体での登録

と派遣を希望する支援者の名簿を提供し、自治体は、この名簿登載者を意思疎通支援者として、失語のある人

に派遣する。ところが、この名簿を受け取る自治体が少ないことから、実際に意思疎通支援者の派遣を実施して

いる自治体は県内５４自治体のうちの 1 割強に過ぎない。 

そこで、派遣を行っていない自治体に居住する失語のある人、あるいは当事者団体向けに、千葉県言語聴覚

士会では、試行として 2022 年度より、意思疎通支援者の派遣を行ってきた。この試行が４年経過したことから、

この間の結果を取りまとめ公表する。 

なお、当会は資産がぜい弱なため、２０２２年と２０２３年は意思疎通支援者の派遣当日の交通費の実費だけ

の支払いを行った。２０２４年度以降は、千葉県失語症友の会協議会から寄付があったことから、これを財源とし

て交通費と報酬を出している。 

 

■４年間の試行結果のポイント 

（１） 一社）千葉県言語聴覚士会が行う失語症者向け意思疎通支援者の派遣の利用登録を行った個人、団体、

意思疎通支援者の人数は基本情報の通りである。団体登録のうち市原市、流山市、成田市は失語のある

人の団体で、千葉市中央区の２団体は社会福祉法人とその法人が運営する地域活動支援センターである。 

（２） 初年度、個人からの失語症者向け意思疎通支援者の派遣依頼は 19 件あり、17 件では意思疎通支援者

の派遣を行うことができたが、２件は依頼があった日時に対応できる支援者がいなかったため派遣を行う

ことができなかった。２０２４年も同様に派遣依頼１７件のうちの２件は対応できる支援者がいなかったため

派遣が行えなかった。 

（３） 団体への派遣は毎年１０件の依頼があったが、2025 年度には 7 割増加し、派遣した意思疎通支援者は

2 倍近い数になった。これは失語のある人が集まる場が増えたことを反映したものである。 

（４） 個人派遣の約半数は、受診時の医師等の医療従事者との「会話の橋渡し」である。 

（５） 団体派遣は、約 9 割が当事者の集まり（友の会、失語症カフェ）での意思疎通支援である。 

（６） 個人派遣の 9 割は平日で、団体派遣では 9 割強が土日に行われている。 

（７） 派遣を利用した失語のある人の居住地、あるいは団体の主な活動地は市川市、浦安市、船橋市、松戸市、

流山市の東葛地区、成田市、富里市、八街市の印旛地区、千葉市中央区、若葉区、市原市である。 

（８） 個人の場合、利用は 1 回で終わる場合があるが、利用者の半数以上は複数回利用している。 

（9） 友の会、失語症カフェの利用が、その後、個人派遣につながると想定していた。しかし、そうなった例は少

なく、失語のある人は団体派遣を利用する一群と、個別派遣を利用する一群が存在している。 
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基本情報                 ※２団体は社会福祉法人等であるが、それ以外は当事者団体である。 

自治体 個人登録 

（人） 

団体登録 

（団体） 

意思疎通 

支援者（人） 

自治体 個人登録 

（人） 

団体登録 

（団体） 

意思疎通 

支援者（人） 

我孫子市   ３ 流山市 １ １ ４ 

市川市 １  ７ 習志野市 ２  ３ 

市原市 ２ １ ２ 成田市 ２ １ １ 

浦安市 ２  ３ 船橋市 ２  ８ 

柏市   ９ 松戸市 ３  ３ 

鎌ケ谷市 １  ４ 八街市 ２  ２ 

木更津市   １ 八千代市   ５ 

佐倉市 １  ２ 稲毛区   １ 

山武市   １ 中央区 １ ２※ １ 

酒々井町 １  １ 若葉区 １  ２ 

袖ヶ浦市   １ 緑区 １   

富里市 １       

        個人登録者２５名、団体登録５団体、失語症者向け意思疎通支援者６４名の居所他 

１．派遣の件数 

年 度 
依頼件数 実派遣数 支援者延人数 ST 同行件数 

個人 団体 個人 団体 個人 団体 個人 団体 

2022 19 10 17 10 17 24 4 0 

2023 10 1１ 10 10 11 2０ 2 １ 

2024 17 10 1５ 10 12 22 6 0 

2025 14 17 14 17 16 ４４ 1 0 

合計 60 4８ ５６ 47 56 1１0 13 １ 

 失語症者向け意思疎通支援者が、初めて支援を行う場合、数回は失語症者向け意思疎通支援者の養成研修

を修了した言語聴覚士が同行することとしている。2022 年度は、利用申請に対し、３件は失語症者向け意思疎

通支援者からの手挙げが無かったが、うち 1 件は失語症者向け意思疎通支援者の養成研修を受講した言語聴

覚士（ST）が対応した。よって、結果として 2 件の依頼に応えられなかった。 

 

２．個人派遣の概要 

年度 
待合場所 終了場所 派遣曜日 派遣時間（時間） 移動支援 

自宅 現地 自宅 現地 平日 土日祭 1 2 3 4 有 無 

2022 11 6 11 6 16 1 3 5 3 6 10 7 

2023 5 5 5 5 9 1 4 2 4 0 6 4 

2024 １０ 5 ９ 6 ９ ６ ６ 3 5 1 6 9 

2025 10 4 11 3 12 2 1 5 5 3 12 2 

合計 3６ 20 3６ 20 4６ １０ 14 15 17 10 34 22 
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３．団体派遣の概要 

年度 
待合せ場所 終了場所 派遣曜日 派遣時間（時間） 移動支援 

自宅 現地 自宅 現地 平日 土日祭 1 2 3 4 有 無 

2022 0 10 0 10 0 10 0 6 4 0 1 9 

2023 0 10 0 10 2 8 １ 6 3 0 0 10 

2024 0 10 0 10 0 １0 0 6 4 0 0 10 

2025 0 17 0 17 0 17 0 0 17 0 0 17 

合計 0 47 0 47 2 ４５ １ 18 28 0 1 46 

 

４．失語症者向け意思疎通支援者の派遣先（個人派遣の場合） 

年 度 

派遣先 

自宅 医療機関 市役所 官公署 金融機関 公共施設 
商業・文化

施設 

サービス 

事業所 
その他 

2022 2 8 3 0 0 3 0 1 0 

2023 1 4 0 0 0 0 1 3 1 

2024 ６ ５ 0 0 0 1 1 0 2 

2025 0 9 2 0 0 2 1 0 0 

合計 9 2６ 5 0 0 6 3 4 3 

 

５．失語症者向け意思疎通支援者の派遣先（団体派遣の場合） 

年 度 

派遣先 

自宅 医療機関 市役所 官公署 金融機関 公共施設 
商業・文化

施設 

サービス

事業所 
その他 

2022 0 0 0 0 0 9 0 0 1 

2023 0 2 0 0 0 7 0 1 0 

2024 0 0 0 0 0 6 0 4 0 

2025 0 1 0 0 0 11 0 5 0 

合計 0 ３ 0 0 0 33 0 10 1 

・２０２３年の医療機関への派遣２件は、社会福祉法人が入院中の失語のある個人のための派遣依頼であった。 

・２０２５年の医療機関への派遣１件は、失語症カフェの会場が医療機関であった。 

６． 個人派遣の内容 

年 度 話し相手 橋渡し 代読・代筆 会活動 事前打合等 その他 

2022 0 12 0 1 ３ 1 

2023 0 5 0 0 ２ 3 

2024 1 5 1 1 ５ 2 

2025 0 12 1 0 0 1 

合計 1 34 2 2 １０ 7 
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７． 団体派遣の内容 

年 度 話し相手 橋渡し 代読・代筆 会活動 事前打合等 その他 

2022 0 0 0 10 0 0 

2023 0 １ 0 8 １ 0 

2024 0 1 0 9 0 0 

2025 0 0 0 １７ 0 0 

合計 0 ２ 0 ４４ １ 0 

 

８． 個人別派遣回数 

個 人 2022 年度 2023 年度 2024 年度 2025 年度 合 計 

Ａ※ 4 1 0 0 5 

Ｂ 2 1 0 0 3 

Ｃ ２ 1 0 0 ３ 

Ｄ １ 0 0 0 １ 

Ｅ 1 0 2 1 4 

Ｆ 1 3 1 0 5 

Ｇ※ 2 0 0 0 2 

Ｈ※ 4 1 3 2 10 

Ｉ 0 2 0 1 3 

Ｊ 0 1 1 0 2 

Ｋ 0 0 2 8 10 

Ｌ 0 0 2 0 2 

Ｍ※ 0 0 1 0 1 

Ｎ※ 0 0 1 0 1 

Ｏ 0 0 1 0 1 

Ｐ 0 0 1 0 1 

Ｑ 0 0 0 1 1 

Ｒ 0 0 0 1 1 

※失語症カフェ、友の会への参加経験がある 

９． 試行派遣の今後について 

① 失語のある人の利用内容、意向等についての知見を得ることができたことから、試行派遣は一定の役割を

終えたと判断できる。また、支援者へ支払っている報酬の原資となる寄付にも限りがあるので 2028 年度

末をもって当会の試行派遣を終了とする。 

③ 今後は、この試行の結果をもとに失語症者向け意思疎通支援者の派遣事業の制度上の実施主体である自

治体に、この試行の利用者が、2029 年度以降も障害者総合支援法に定めのある地域生活支援事業にお

ける意思疎通支援を円滑に利用できるように、派遣の実施を要請していく。 


